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自
治
会
補
助
金
を 

交

付

し

ま

す

　

市
で
は
、
地
域
住
民
が
そ
の
地

域
内
の
共
同
活
動
と
住
民
の
親
ぼ

く
を
図
る
た
め
に
結
成
し
た
自
治

会
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
補
助
金
の
種
類
は
、
各

自
治
会
の
世
帯
数
か
ら
算
定
さ
れ

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

活
廃
棄
物
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
下
に
で
き
る
限
り
の
分

別
回
収
・
再
資
源
化
を
進
め
て
き

て
い
ま
す
。

　
　

年
度
の
可
燃
・
不
燃
・
粗
大

１６
ご
み
の
収
集
量
は
、
前
年
度
に
対

　
　

年
４
月
１
日
か
ら
「
支
援
費

１５
制
度
」
が
開
始
さ
れ
２
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
現
在
、
約
４
０
０
人

の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、「
居
宅
サ
ー

　

�福
 

を
受
給
す
る
方
が
い
る
世
帯

に
お
い
て
、
そ
の
主
た
る
生
計
維

持
者
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
「
�福
 

限
度
額
適
用
認

定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
場
合
、
受
診
の

際
に
同
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
へ
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
一

１６年度  廃棄物の排出量および処理量

前 年 度 比1６年度区　分

△４８８ｔ（２.０％）２３,９０９ｔ可燃ごみ

排
出
量

△ ２１０ｔ（５.１４％）３,８７５ｔ不燃・粗大ごみ

△１０８ｔ（１.９８％）５,３３４ｔ
資源物

（行政回収）

１８６ｔ（４.５８％）４,２４３ｔ
資源物

（集団回収）

△ ６２０ｔ（１.６３％)３７,３６１ｔ合　計

６ｔ（１.４７％)４１５ｔ不燃・粗大ごみから資
源
物
回
収
量

１７５ｔ（１.９３％)９,２３０ｔ資源物から

１８１ｔ（１.９１％)９,６４５ｔ合　計

△７５９ｔ（１６.０６％)３,９６６ｔ最終処分場搬入量

�福 一部負担金の限度額
世帯の限度額自己負担限度額

区　分
世帯合計入院（個人）外来（個人）

１カ月
４０，２００円

月額上限
４０，２００円

月額上限
１２，０００円

一般受給者

１カ月
２４，６００円

月額上限
２４，６００円

月額上限
８，０００円

低所得者（注）

注）事前に申請して認定証の交付を受け、医療機関へ提示することが必要になります

幼稚園等就園奨励事業　補助・減免額一覧

幼稚園
類似施設
補助額

私立幼稚園補助額
（下段は公立幼稚園減免額）

対象区分（１７年度
の市民税課税額） 同一世帯から

通園の３人目
以降の園児

同一世帯から
通園の２人目
の園児

同一世帯から
通園の１人目
の園児

４５,１００円
２５４,０００円
(６５,０００円 )

１９７,０００円
（４３,０００円）

１３９,１００円
（２０,０００円）

生活保護世帯
または

市民税非課税世帯

３４,３００円
２４７,０００円
(６５,０００円 )

１７７,０００円
(４３,０００円 )

１０５,４００円
(２０,０００円 )

市民税所得割が
非課税の世帯

２６,３００円
２４２,０００円
(-------)

１６２,０００円
(-------)

８０,８００円
(-------)

市民税所得割
課税額が１７,２００円
以下の世帯

１８,５００円
２３７,０００円
(-------）

１４７,０００円
(-------)

５６,８００円
(-------)

市民税所得割課税
額が１７,２０１円以上
１２４,４００円以下の世

帯

梅
雨
の
季
節
で
す

豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
が
け
や
擁

壁（
よ
う
へ
き
）な
ど
の
崩
壊
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
危
な
い
が
け
や
不
完
全

な
擁
壁
で
覆
わ
れ
て
い
る
所
に
あ

る
家
で
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
隣
接
す
る
方

の
生
命
、
財
産
に
ま
で
危
険
を
及

ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
り
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
等
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の
排

水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安
全

対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
、
関
係
機
関
か
ら
改
善
等

の
措
置
を
取
る
よ
う
勧
告
を
受
け

て
い
る
方
は
、
補
強
・
改
良
な
ど

の
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
法
律
（
宅
地
造
成
等
規
制
法
）

で
定
め
る
区
域
内
で
、
一
定
の
高

さ
以
上
の
切
土
や
盛
土
を
し
た
り
、

擁
壁
な
ど
を
築
造
し
た
り
す
る
場

合
は
、
事
前
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
都
市
計
画
課
開
発

指
導
係
�　

・
７
７
８
２
ま
た
は

７０

都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所 
開
発

指
導
二
課
�
０
４
２
・
３
６
４
・

２
３
８
６
へ
。

　

都
下
水
道
局
で
は
、
浸
水
に
対

す
る
安
全
性
を
高
め
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
運
転
、

維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

浸
水
対
策
事
業
を
重
点
施
策
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
雨
期
に
向
か
う
６
月

を「
浸
水
対
策
強
化
月
間
」と
定
め
、

都
民
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

「
下
水
道
施
設
の
安
全
性
の
確
保
」

「
防
災
意
識
の
向
上
」な
ど
を
図
り
、

浸
水
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
局
流
域
下
水
道
本

部
�
０
４
２
・
５
２
７
・
４
８
２

８
へ
。

危
険
な
が
け
崩
れ
に 

ご

注

意

を

！

　

梅
雨
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中

浸
水
ゼ
ロ
・
安
全
・ 

快
適
！　

下
水
道 

６
月
は
浸
水
対
策 

強

化

月

間

で

す

部
負
担
金
の
限
度
額（
左
表
参
照
）

の
減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
�福
 

医

療
証
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
持

参
し
て
、介
護
福
祉
課
医
療
係（
市

役
所
１
階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
認
定
は
、
申
請
月
の
初
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
同
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
７
月
１
日
以
降
も
引
き
続

き
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
も
申
請

が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

１
）
へ
。

　
　

年
度
東
京
都
介
護
支
援
専
門

１７
員
実
務
研
修
受
講
試
験
が　

月　
１０

２３

日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

受
験
要
項
は
６
月　

日
（
月
）

１３

か
ら
、
介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）、
上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝

山
の
各
出
張
所
、
健
康
課
（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、都
庁
本
庁
舎

で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す

る
方
は
、「
受
験
要
項
希
望
」
と
明

記
し
て
、
２
４
０
円
切
手
を
張
っ

た
「
角
２
サ
イ
ズ
」
の
封
筒
を
同

封
し
、
〒
１
６
２
―
０
８
２
３
、

新
宿
区
神
楽
河
岸
１
ノ
１
、
セ
ン

ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ　

階
、
東
京
都
高

１４

齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財
団
あ
て

請
求
を
。

　

受
験
申
し
込
み
は
７
月
１
日

（
金
）
〜　

日
（
土
）
に
、
同
財
団

３０

あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
財
団
�　

・
３
２

０３

６
９
・
２
８
７
１
（
６
月　

日
〜

１３

７
月　

日
の
期
間
限
定
専
用
電

３０

話
）
ま
た
は
市
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係（
内
線
２
５
５
７
）へ
。

地
域
の
輪
を
大
切
に

る
運
営
費
補
助
金
と
自
治
会
が
設

置
す
る
集
会
施
設
の
新
築
・
増
改

築
・
修
繕
に
対
し
て
交
付
す
る
集

会
施
設
設
置
等
事
業
補
助
金
が
あ

り
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、

自
治
会
が
事
前
に
市
に
対
し
、
市

の
定
め
る
自
治
会
現
況
届
を
提
出

し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
、
前
年

度
の
活
動
実
績
も
考
慮
さ
れ
ま
す
。

同
現
況
届
を
提
出
し
た
各
自
治
会

に
対
し
て
、
補
助
金
申
請
の
方
法

を
明
記
し
た
書
類
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
書
類
が
届
か
な

い
場
合
は
生
活
文
化
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
と
し
て
文
化
振
興
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な
ど
各
種

の
事
業
を
実
施
・
支
援
し
て
い
ま

　

市
で
は
、
公
立
・
私
立
幼
稚
園

ま
た
は
幼
稚
園
類
似
施
設
に
通
園

し
て
い
る
市
内
在
住
の
園
児
の
保

護
者
の
方
に
対
し
、
世
帯
の
所
得

に
応
じ
て
保
育
料
等
を
減
免
ま
た

は
補
助
す
る
幼
稚
園
等
就
園
奨
励

費
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
６
月　

日
（
火
）
〜
７

２８

月
１
日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜　
１１

時
半
と
午
後
１
時
半
〜
４
時
半
に

市
役
所
６
階
６
０
２
会
議
室
で
受

　

幼
稚
園
な
ど
に
就
園
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方

　
 
就
園
奨
励
費
を

　
　
　
　
    　

補
助
し
て
い
ま
す

け
付
け
ま
す
。

　

対
象
区
分
と
園
児
一
人
当
た
り

の
減
免
・
補
助
の
予
定
額
は
左
表

の
通
り
で
す
。　　
　
　
　

　

※
内
容
等
、
詳
細
は
各
幼
稚
園

を
通
じ
て
配
布
す
る
「
幼
稚
園
等

就
園
奨
励
費
補
助
事
業
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
�　

・
７
７
３
６
へ
。

７０

ビ
ス
」
と
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
で
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
「
居
宅

介
護
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」「
短
期

入
所
」「
地
域
生
活
援
助
」
の
４
種

類
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
は
「
更
生

施
設
」「
療
護
施

設
」「
授
産
施

設
」「
通
勤
寮
」

の
４
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　

居
宅
サ
ー
ビ

ス
は
、
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害

者
、
障
害
児
が
利
用
で
き
ま
す
が
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
の
み
で
、
身
体
障
害

児
は
、
児
童
相
談
所
が
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る

方
と
配
偶
者
ま
た
は
子
の
中
で
一

番
所
得
税
の
高
い
人
を
扶
養
義
務

者
と
し
、
所
得
税
額
に
応
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
料
と
上
限
月
額
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、　

歳
未

１８

満
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
父
母
も

扶
養
義
務
者
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、「
居
宅
介
護
」
は
、
都
基

準
に
よ
り
利
用
料
の
負
担
軽
減
が

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
福
祉
係

�　

・
７
７
４
７
へ
。

７０

ご存じですか
支援費制度
～サービス内容と
          その利用～

特特特特特特特特特特特特特特 設設設設設設設設設設設設設設 行行行行行行行行行行行行行行 政政政政政政政政政政政政政政 相相相相相相相相相相相相相相 談談談談談談談談談談談談談談 所所所所所所所所所所所所所所 をををををををををををををを特設行政相談所を 
開開開開開開開開開開開開開開 設設設設設設設設設設設設設設 しししししししししししししし まままままままままままままま すすすすすすすすすすすすすす開設します

　行政相談委員による特設行政相談所を開設
します。
　国・都・市等の行政機関やＪＲ・ＮＴＴ等の
公共性の高い法人、公的行政機関から委任され
補助金を受けている法人等
について、苦情や意見・要
望はありませんか。
　そのようなときは、「行政
相談委員」が相談に応じて
います。行政相談委員は総
務大臣から委嘱された民間有識者で、身近なと
ころで活躍しています。相談費用は無料です。
気軽にご相談ください。
　【開設日時】６月２７日（月）午後１時半～４時
　【開設場所】西友東久留米団地店（上の原一丁
目）正面入り口横
　【行政相談委員】栄田征子氏（本町、�７１・
２４１６）、小山正勝氏（小山、�７１・３９５５）、篠宮
松実（南町、�６５・１８３９）
　詳しくは広報課広聴担当�７０・７７０８へ。

す
。
市
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
（
今
回
の
対

象
は
自
治
会
等
）
の
提
案
を
６
月

　

日
（
金
）
ま
で
受
け
付
け
、
と

２４り
ま
と
め
た
上
で
同
助
成
事
業
へ

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
�　

・
７
７
３

７０

８
へ
。

し
て
可
燃
ご
み
が
４
８
８
㌧（
２
・

０
㌫
）
の
減
、
不
燃
・
粗
大
ご
み

が
２
１
０
㌧
（
５
・　

㌫
）
の
減

１４

と
な
り
ま
し
た
。

　

資
源
物
か
ら
の
回
収
量
は
、
前

年
度
に
比
べ
１
７
５
㌧
（
１
・　
９３

㌫
）
の
増　

不
燃
・
粗
大
ご
み
か

ら
の
回
収
量
は
、
６
㌧
（
１
・　
４７

㌫
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
は
、
７

５
９
㌧
（　

・　

㌫
）
の
大
幅
な

１６

０６

減
と
な
り
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

　

最
終
処
分
場
の
延
命
化
の
た
め

に
も
、
ご
み
の
分
別
排
出
の
徹
底

が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
�　

・
７３

２
１
１
７
へ
。

　

年
度
の
廃
棄
物

１６
　

排
出
・
処
理
量
が
減
少
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自
治
会
補
助
金
の
交
付
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
提
案
を
募
集

大
雨
時
に
は
十
分
注
意
し
て
！

��福福限度額適用 限度額適用 
認定証の申請を認定証の申請を

東
京
都
介
護
支
援

東
京
都
介
護
支
援 

専
門
員
実
務
研
修

専
門
員
実
務
研
修 

受
講
試
験
を
実
施

受
講
試
験
を
実
施


